
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
三
六
号

平
成
十
四
年
七
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
ガ
ー
ナ
共
和
国
大
使
就
任
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
二
十
三
日
受
領

答

弁

第

一

三

六

号



衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
ガ
ー
ナ
共
和
国
大
使
就
任
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

ガ
ー
ナ
共
和
国
大
使
就
任
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
六
月
十
八
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
九
一
号
。

以
下
「
第
一
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
法
律
事
務
所
を
「
退
職
し
た
」
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ガ
ー
ナ

共
和
国
大
使
就
任
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
七
月
九
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
一
七
号
。
）

さ
つ

�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
浅
井
和
子
ガ
ー
ナ
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
以
下
「
浅
井
大
使
」
と
い
う
。
）
は
、

特
命
全
権
大
使
に
就
任
後
、
弁
護
士
の
職
務
を
行
っ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

第
一
回
答
弁
書
�
に
つ
い
て
及
び
ガ
ー
ナ
共
和
国
大
使
就
任
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
六
月
二

十
八
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
一
一
号
。
）
�
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
に
つ
い
て

一



浅
井
大
使
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
答
弁
書
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
浅
井
大
使
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
関
心
等
を
総
合
的
に

判
断
し
て
任
地
を
ガ
ー
ナ
共
和
国
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
人
選
の
詳
細
を
公
に
す
る
こ
と
は
、
人
事
管
理
に
係
る
事

務
に
関
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
個
別
の
人
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
公
に
す
る
こ
と
は
、
人
事
管
理
に
係
る
事
務
に
関
し
、
公

正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
疑
い
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
一
般
に
、
会
社
の
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、

当
該
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

�
に
つ
い
て

第
一
回
答
弁
書
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
共
通
の
基
準
」
を
お
お
む
ね
満
た
し
て
い
る
候
補
者
の
中
か
ら
人
選
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
は
、
具
体
的
事
例
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
特
定
の
事
例
に
即
し
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
人
事

管
理
に
係
る
事
務
に
対
す
る
組
織
の
構
成
員
の
信
頼
が
損
わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
等
か
ら
、
公
正
か
つ
円
滑
な
人
事
の
確
保
に

二



支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。

１０
に
つ
い
て

浅
井
大
使
は
、
そ
の
任
地
で
あ
る
ガ
ー
ナ
共
和
国
に
平
成
十
四
年
六
月
十
七
日
（
現
地
時
間
）
に
到
着
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
前
任
の
特
命
全
権
大
使
が
同
年
五
月
一
日
（
現
地
時
間
）
に
離
任
し
た
後
、
在
ガ
ー
ナ

日
本
国
大
使
館
を
長
期
間
に
わ
た
り
特
命
全
権
大
使
不
在
の
状
態
に
置
く
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
等
に
よ

る
。
ま
た
、
当
時
、
御
指
摘
の
参
考
人
招
致
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
た
が
、
外
務
省
と
し
て
は
、
浅
井
大
使
の
赴
任
日
程
に
つ
い
て
、
同
理
事
会
の
理
事
に
対
し
、
情
報
提
供
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
は
判
断
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１１
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
任
地
ガ
ー
ナ
に
お
い
て
大
使
と
し
て
認
証
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か

ほ
う

で
は
な
い
が
、
浅
井
大
使
は
、
平
成
十
四
年
六
月
二
十
五
日
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
大
統
領
に
対
し
信
任
状
を
捧
呈
し
た
。

浅
井
大
使
は
、
着
任
後
、
ガ
ー
ナ
共
和
国
の
政
府
要
人
及
び
議
会
関
係
者
へ
の
表
敬
、
ア
ク
ラ
駐
在
の
各
国
大
使
等
と
の

意
見
交
換
等
を
活
発
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


